
ここばりこまきの１０年を振り返って

ここばりこまきは、2008年4月に、こころのバリア

フリーを進めることを目的にスタートしました。

おかげさまで、１０年間、活動を継続することがで

きました。

その１０年間を、過去のチラシや写真などから、活

動を振り返ります。

それぞれのイベントに参加いただいたみなさまが、

私たちの応援となり、またひとつ先の活動へと支え

ていただいたのだと考えています。

私たちの活動に関わってくださったみなさま、ひと

り一人に感謝申しあげます。
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２００７年度

２００８年２月３日（日）「こころのバリアフリー市民のつどい in 小牧」

ここばりこまきのきっかけとなったイベント。

春日井市の特定非営利活動法人で・ら・しえん

が、愛知県の心のバリアフリー推進事業を受託

しました。

その事業のひとつを、小牧市内で、小牧市民と

ともに開催したいと考え、「こころのバリアフ

リー市民のつどいiｎ小牧実行委員会」を組織し

て、この集会を実施しました。

この集会で集まった仲間たちが、こころのバリ

アフリーへの思いを継続したいという気持ちを

抱いて、２００８年４月、ここばりこまきがス

タートしました。
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２００８年度

２００８年１２月７日（日）「しょうがいのある人の喜怒哀楽」

愛知県の心のバリアフリー推進事業の委

託を受けて、実施。谷口明広さん（自立

生活問題研究所所長、愛知淑徳大学教授。

2016年没、享年59歳）の講演と身体し

ょうがいのある方、知的しょうがいのあ

る方、精神しょうがいのある方によるシ

ンポジウムを開催しました。

当事者からお話を聞くのは、ここばりこ

まきの当時からのスタンスです。

それぞれの障害のある当事者の方からお

話を聞くフォローアップ研修も実施し、

初年度の取組として意欲的でした。
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「こころのバリアフリーＤＶＤ・パンフレット配布事業」（小牧市市民活動助成金（はじめて一

歩部門）事業）

ここばりこまきビデオのＤＶＤ（視聴の手引き付）を８３箇所に配布しました。また市内２箇所

で上映も行ないました。

このビデオは、障害のある人の暮らしを知りたい、みんなにもみてもらいたいという目的で撮っ

たビデオで、シナリオもなにもなく、すべて一発撮りでした。「ここばりビデオライブラリー

視聴のてびき」も作成しました。

http://kokobari-komaki.net/files/kokobari-video1.pdf で、いまも読んでいただくことができます。

第１話「盲導犬と歩く」

小牧市でたった１頭の盲導犬の利用者である玉置さんが盲導

犬とともに散歩される様子を取材。盲導犬とともに喫茶店に

入れるようになるには、市民に理解を求める運動が必要でし

た。

第２話「ミュージカルへの挑戦」

ミュージカルに挑戦するダウン症の女性、中山さんの姿とそ

の先輩の交流を取材しました。ミュージカルを通して成長す

る中山さんとそれを見守ってきた仲間たちの思いが伝わりま

す。

第３話「やりたいこと模索中」

脳性マヒのある青年、吉金さんががいろいろなことに挑戦しながら、自分らしさを探している様

子を取材しました。

第４話「ケアホームそよ風と虹の家」

すずかけのケアホームで暮らす仲間たちを取材しました。親から離れて暮らす当事者の方の思い

が伝わってきました。
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２００９年２月７日（土） 「篠岡地区のボランティアのつどい」で上映

約１７０人ほどの方を前に「盲導犬と歩く」・「やりたいこと

模索中」の２本のビデオを上映しました。「やりたいこと模索

中」は、脳性マヒのある吉金さんの暮らしぶりを取材したも

の。いろいろ迷いながら自分らしい暮らしを探していく様子

が上映されました。

交流会では、ビデオの感想も話し合われ、ボランティアのみ

なさんには、吉金さんの当事者としての思いを聞いたことはとっても刺激的だったようだと、当

時の記録にあります。

２００９年２月２１日（土）応時中学校ジュニア奉仕団の「３年生を送る会」で上映

上映のあと、吉金さん本人との

交流会。

また、バルーンで、ここばりこ

まきのマスコットキャラクター

である「ここばりちゃん」をつ

くってもらいました。

マスコットキャラクターの「ここばりちゃん」



6

２００９年度

準備編 名古屋港水族館へ行こう

日時：１０月１１日（日）９時～１６時

小牧駅から電車で名古屋港水族館に行きました。

名鉄小牧駅から名古屋市の市営地下鉄に乗り換えるところ

や水族館の見学コースなど、バリアフリーの現状がどうな

っているか、みんなででかけてみました。

第１回 車イスを利用している方とお買い物にでかけよう

日時：１１月１日（日）１３時～１６時

内容：ショッピングセンター（ジャスコ小牧店）に車イス

の人といっしょにいき、バリアフリーの状況を確認しまし

た。

ジャスコ小牧店では、ユニバーサル仕様の試着室がありま

した。

昨年度に引き続き、愛知県こころのバリアフリ

ー推進事業を受託。「ここばり探検隊～こころの

窓をひらこう～」と題し、中高校生とともにま

ちのなかのバリアフリーを探索するという企画

でした。

探検隊の模様は、ビデオにおさめ、講演会の第

一部で、ここばりビデオ第２集「ここばり探検

隊～こころの窓をひらこう～」として上映し、

好評価を得ました。このビデオは、このイベン

トの後も、地域の集会で上映させていただきま

した。
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第２回 バリアフリーをみつけよう

日時：１１月２９日（日）

内容：中高校生といっしょに、南部コミュニティセンター（ふらっとみなみ）を探検。帰りには、

コミュニティバスに車イスで乗ってみるなどの試みもしました。

第３回 耳の不自由な方のお話を聞こう

日時：１２月６日（日）１０時～１２時

内容：講師に塚本萬喜子さんを迎え、耳の不自

由な方にとってどんな場面で困られるかなど、

当事者から伺わなくては、気づけないことをお

話いただきました。車の事故での差別的な対応

の話、美術館でいっしょに観ましょうと接して

くれた女性の話など今も覚えています。

場所：ふれあいセンター２階 視聴覚室

講演会「ここばり探検隊～こころの窓をひらこう～」

第一部 ここばり探検隊活動報告

ここばりばり探検隊の活動報告は、ビデオ第２集「ここばり探検隊～こころの窓をひらこう～」

として上映しました。

第二部 講演会「当事者の思いを聞くということ」

講師 三田優子さん（大阪府立大学）

日時：２月１４日（日）１３時３０分～１６時

三田優子さんの講演「当事者の思いを聞く

ということ」では、当時まだまだ「主人公

である当事者の思いを聴く」ということに

多くの人が慣れていなかったため、とても

衝撃をもって受けとめられました。

当事者の話を聴くということは、ここばり

こまきの大切としているスタンスになって

います。

スクリーンを２面で使い、右側には、手話通訳の様子を映し出す工夫をしてみました。
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２０１０年度

２０１０年４月１９日味岡中学校ジュニア奉仕団の集会

篠岡中ジュニア奉仕団の交流会で、1時間時間をもらって、ここばりビデオを観てもらいました。
お話のあとは、風船でつくられた「ここばりちゃん」に、みんなが思い思いの顔を描いてしあげ

ました。

２０１０年５月３０日 バラ・アジサイまつりに参加しました。

市民四季の森で開催の「バラ・アジサイまつり」

の市民活動交流広場に、シュロのバッタ作りと紙

ヒコーキづくりで出店しました。シュロのバッタ

をマスターするため、スタッフは連日特訓！その

甲斐あって当日はたくさんの方に作り方を教える

ことができ、喜んでいただきました。

１０月１７日には、市民まつり小牧山会場「げ

んき村」にも参加しました。バルーンの「ここ

ばりちゃん作り」とぬり絵コーナーを設けたブ

ースで出店し、活動のＰＲをしました。バルー

ンのここばりちゃんは大人気で用意したバルー

ンは完売。たくさんのカラフルなここばりちゃ

んが場内で見られました。
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２０１０年６月６日「ぼくはうみがみたくなりました」上映会

「ぼくはうみをみたくなりました」（企画･原作･脚

本 山下 久仁明）の上映会を行いました。自閉症の

青年と看護学生の女性との交流を通して、自閉症と

いうしょうがいや自閉症のひととそのまわりの人々

を描いた映画です。

午前・午後の 2 回上映で、３８２人の方々に観てい
ただきました。とてもたくさんの方に見ていただい

たことで、私たちの活動に手応えも感じ、元気をも

らった上映会でした。

２０１０年６月１２日味岡中学校ジュニア奉仕団の集会

味岡中学校ジュニア奉仕団

の集会で「こころのバリア

フリーってなぁに？」とい

うテーマでここばりビデオ

を上映しました。

新年度の最初の会だったこ

ともあり世話人さんや、地

域の民生委員さん方も参加

され、生徒さんを含めた１

４０名近い方にビデオを観

ていただきました。また、

ここばりこまきのスタッフ

からしょうがいについて短

いお話もしてもらいまし

た。

後半のバルーンアート体験では、プーさんを作ってもらいました。教えあったり、手伝いあった

りと、ほほえましい姿があちこちで見られ、完成した可愛いプーさんを手に、たくさんの笑顔が

こぼれました。
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２０１１年１月２３日（日）青野浩美バリアフリーコンサート

青野浩美さんは、声楽家を目指していましたが

大学卒業直前に、原因不明の病気で気管切開を

することになったが、あきらめず、前例がない

なら私が前例となる、とリハビリを続けられ、

声楽家として活躍されている方でした。

医療ケアを必要とする障害のある人の話も聞け

ました。

障害のある方もたくさん聴きにきていただい

て、素敵なバリアフリーコンサートになりまし

た。
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２０１１年度

モリコロ基金助成金事業「こころのバリアフリーを進める DVD作製・配布事業」
事業内容 ①「ここばりビデオ」を制作し、②ここばりビデオ上映とバリアフリーコンサートを

開催、③「ここばりビデオ」DVD配布しました。
ブログ「ここばりこまきのやさしいまち」で当事者及び家族の意見を収集

日頃からしょうがいのある人と関わりのすくない方は、

いざ、しょうがいのある人といっしょになったときに

どういう対応をすればいいかわからない、というのが

正直なところではないでしょうか。

しょうがいのある人や家族の方から、こんな対応をし

てもらえるとうれしい、こんなときに困ったという事

例を集め、「ここばりこまきのや

さしいまち」という事例集にしま

した。

また、その内容は、ホームページ

にも記載されています。

http://blog2.kokobari-komaki.net/

２０１１年９月１８日（日）ここばりこまきのやさ

しいまち バリアフリーコンサート

石田裕之さん、とても素敵な歌声とやさしい歌で、

すっかりファンになりました。
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２０１２年３月１０日 「スッキリわかる！しょうがいのある人にとっての成年後見制度」

（愛知県社会福祉士会尾張東支部・尾張西

支部の協力をえて実施しました。）

この研修会は、振り返れば、のちの尾張北部

権利擁護支援センターの設置につながる研修会

でした。チラシには、次のように書かれていま

す。

「成年後見制度の話はなんどか聞いたけどよく

わからなかったという方にも、①しょうがいの

ある人の成年後見に的をしぼり、②事例をとお

して、勉強するのでスッキリわかります！

成年後見制度は、判断能力が十分でない認知症

の高齢者、知的なしょうがいのある人、精神し

ょうがいのある人を支援する制度です。

認知症高齢者の場合には、それまでの人生の中

からご本人らしさを理解し、終末期に向かうそ

の人の人生を支えていくための支援を行いま

す。

一方、しょうがいのある人への支援は、将来に

むけてよりゆたかな人生を送っていただくため

に、新しい挑戦もしながら可能性をひらいてい

く視点をもって支援を行います。

今回の学習会は、成年後見制度とその利用を支

援する仕組みを社会資源ととらえて、このまち

でその社会資源をいかに築いていけばいいのか

を考えるきっかけとしたいと考えています。」

当日は、参加者１２０人で盛況でした。

２０１１年１０月に発足したばかりの尾張東部

成年後見センター職員の住田敦子さん（現在は

センター長）に、話をしてもらいました。

このあと、住田さんには、尾張北部権利擁護支

援センターができるまで、なんども講師をして

いただくなど、支援していただきました。
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２０１２年度

２０１２年８月１８日（土）「普通に生きる」自主上映会

「普通に生きる～自立をめざして～」（製

作･著作･配給：マザーバード／ 2011 年度作
品）は、静岡県富士市にある 生活介護事業

所でら～とを描いたドキュメンタリー映画。

映画では、『どんなに重い障害を持っていて

も、本人もその家族も普通に生きてゆける

社会をめざす』という理念のもと、親たち

の努力で、重症心身障害児者のための通所

施設がゼロからできていく様子を描いた作

品。

行政に要求し受益者となるだけでなく、

自分たちが担い手となっていくという映画

でした。

私たちが開催する前に、6 月 10 日（日）
に岐阜県多治見市総合福祉センターでの上

映会に下見に行き、参加者の熱気を感じて

かえってきたことも思い出されます。

いまなお、全国では上映会が続いている

ようです。

映画「普通に生きる」のホームページ

http://www.motherbird.net/~ikiru/
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２０１３年度

２０１３年７月１５日（月・祝）「ぼくはうみがみたくなりました」上映会

「ぼくはうみがみたくなりました」の上映権付きの

ＤＶＤを購入できたので、ふたたび、上映会を開催

しました。

少人数を対象とした上映会として引き続き、３会場

で開催しました。

①１１月２４日（日）１３時～１６時３０分

市公民館視聴覚室

②１２月 １日（日）１３時～１６時３０分

北里市民センター視聴覚室

③１２月 ８日（日）１３時～１６時３０分

東部市民センター視聴覚室

２０１３年９月８日市民活動祭に参加

市民活動祭に、パネル展示で参加しまし

た。

私たちの活動を紹介するとともに、クイ

ズ形式で、小牧市内の障害者手帳を持っ

ている人の割合（答え ２５人に１人）

などを問いかけ、障害のある人について

関心をもっていただけるよう働きかけま

した。
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小牧市市民提案型協働事業（きらめき）応募し採択されました。

これまで、ここばりビデオ制作、自主映画上映

会、バリアフリーコンサートなどを通じて、市

民のみなさまへの働きかけをしてきました。た

くさんの方に来場いただき、アンケートなどで

も、こころのバリアフリーに共感する意見など

も拝見し、元気づけられてきました。

２０１２年度の映画「生きる」の自主上映会を

実施した自分たちで社会資源を作るシーンをみ

た影響もあったかもしれません。こころのバリ

アフリーをすすめる活動の一方で、尾張東部成

年後見センターのような具体的な社会資源がこ

の地域にも欲しい、目に見えるそのような社会

資源をつくる活動が必要ではないかとの思いが

でてきました。

２０１２年３月に実施した「スッキリわかる！

しょうがいのある人にとっての成年後見制度」

を開催し、市民のみなさんも、尾張東部成年後見

センターのような社会資源を求めておられること

がわかりましたので、小牧市市民提案型協働事業

（きらめき）に、設置に向けた検討をする事業を

提案し応募しました。
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２０１４年度

平成２６年度小牧市市民提案型協働事業「権利擁護支援のあり方検討事業」

応募時点では、「権利擁護支援センター設置検討事業」でしたが、市との協議で、「小牧市権

利擁護支援のあり方検討事業」となりました。

検討は、行政的な手法ですが、小牧市権利擁護支援のあり方検討委員会を組織して、アンケー

トや関係者からの意見聴取などにより現状把握し、課題の整理、あるべき姿の検討など、５回の

検討会を通じて、「小牧市権利擁護支援のあり方に関する報告書」をとりまとめました。

ここばりこまきらしいのは、この検討委員会と並行して、支援者向けの「福祉職員のための成

年後見制度基礎研修」、当事者・保護者向けの「一問一答！よくわかる成年後見制度」、市民の

皆さん向けの「認知症の人もしょうがいのある人も暮らしやすいまちこまきをつくろう」の３つ

の研修会・講演会を開催したことです。

いずれも多数の参加をいただき、権利擁護支援センターの設置検討に後押しをしてもらえたと

考えています。
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最終的に、報告書では、権利擁護支援センターを早期に設置することが求められました。

詳しい経緯や報告書は、http://kokobari-komaki.net/wp4/?page̲id=27 にあります。

２０１８年４月、尾張北部権利擁護支援センターが、小牧市、岩倉市、大口町、扶桑町の４市町

の共同で設置されました。
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２０１５年度

２０１５年８月２３日（日）支援者のための成年後見制度研修会＜初級＞

成年後見制度を中心に権利擁護支援を担うセンター

の設置の方向となりましたが、設置の時期は明確に

されていませんでした。

センターが設置されるまでのあいだは、ここばりこ

まきが、引き続き研修を担うとの思いで、この年も

支援者のための成年後見制度研修会を開催しまし

た。

２０１５年１１月１日（日）「しょうがいのある人と高齢者のためのなんでも相談会」

あいち権利擁護ネットワークは、弁護士、司法書士、

社会福祉士をはじめさまざまな専門職がつながって

いる専門職のネットワークです。２か月に一度「な

んでも相談会」を開催しています。

なんでも相談会の「公開版」として、あいち権利擁

護ネットワークのみなさんに講師になっていただ

き、３つのテーマで話しあいました。

テーマ１ 「親亡き後」について考える

テーマ２ 経済的虐待について考える

テーマ３ 権利擁護支援センターについて考える

イベントでのやりとりをまとめた報

告書が、あります。→

http://kokobari-komaki.net/wp4/?p=2
17
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２０１６年１月９日（土）ここばりこまき上映会「みんなの学校」

２０１２年の「普通に生きる」以来の大がかり

な上映会を開催しました。

１年ぐらい前に公開され、各地で上映会が進め

られていました。

大阪の大空小学校は、普通の公立小学校ですが、

特別支援学級のこどももみんな同じ教室で学ぶ

いわば共生型の運営がなされていました。こど

もたちも障害のあるこどもたちといっしょにい

ることで学び、教師も学んでいきます。そして、

地域のみなさんもこの学校、この学校のこども

を支えます。

上映後に、岡崎勝さんとの意見交換会も開催し

ました。「普通に生きる」上映会のときも、鑑

賞後に意見交換の時間を設けましたが、いろい

ろな意見、感想を聞くことで、さらに思いを共

有し、深めることができると考えて、できるだ

けこのような時間を設けています。

この映画も、各地で上映会の取組みが続き、２

０１７年には、「みんなの学校全国大会」が開

催されたぐらいです。

プロモーションビデオなどが観られる公式ホー

ムページがあります。

http://minna-movie.jp/



20

２０１６年度

２０１６年４月、障害者差別解消法が

施行されました。

障害者差別解消法は、行政機関や事業

所に、障害を理由とした不当な差別の

禁止、合理的配慮の提供、環境整備を

求めるもので、障害のある人への差別

を無くす取り組みを通じて、最終的に

は、共生社会の実現を目指すものです。

ここばりこまきも、ひとり一人がかけ

がえのない存在として認められ尊重さ

れる社会をつくりたいと考えて活動し

てきていましたので、この法律の施行

を歓迎し、しっかり勉強して活かして

いきたいと考えていたところです。

７月２６日、そんな期待を込めた思い

に冷や水をかけるような相模原障害者

殺傷事件が起こりました。

全国手をつなぐ育成会連合会は、機関誌『手をつなぐ』誌で「障害のあるご家族等との思い出の

写真で埋めたい」と写真を募集されました。そのことを参考にして、私たちも、「かけがえのな

いいのちの写真」を募集し、スライドショーにして、１０月の福祉展で公開しました。

YouTubeでも見られるようにしています。ぜひごらんください。
ただし、「限定公開」モードになっていますので、下記の URLからご覧になるか、ここばりこ

まきのホームページからアクセスしてください。

ここばりこまき「いのちの写真展」

https://youtu.be/TiSydFHBt2s
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当事者から学ぶこころのバリアフリー（小牧市市民活動助成金交付事業）

「当事者から学ぶ こころのバリアフリー」

をテーマに、第１回は「ろう者と中途失聴

者から学ぶ」、第２回は「統合失調症の人の

生きづらさと回復への道について学ぶ」、第

３回は「本人活動について学ぶ」、そして、

第４回は「障害のある人の声を受けとめて」

と４回にわたって開催しました。

いろいろな障害のある人の当事者としての

思いを聴くということを大切にしてきまし

た。こころのバリアフリーを進める活動と

して、当事者の思い、暮らしぶりを知ると

いうことがベースになると考えているから

です。

第１回は、ここばりこまきの当初の活動か

ら応援してきていただいた塚本萬喜子さん

と古木茂代さんに、それぞれお話いただき

ましたが、聴覚障害者とひとくくりにでき

ないそれぞれの思いやニーズについて学び

ました。

第２回は、あまり聴く機会のない精神障害

のある方のお話でした。学生時代に統合失

調症を発症されたおふたりの当事者の方た

ちから、病をかかえて生きる生きづらさと

支援団体とであって回復の道をたどろうと

されている様子をうかがうことができた、

貴重な機会でした。



第３回は、名古屋手をつなぐ育成会の青年の

会のなかまに聴く機会です。講師の３人は、

アラウンド６０のみなさんですが、仕事・趣

味・恋愛・親亡き後など、人生のさまざまな

思いを語っていただきました。「私や仲間の差

別体験」も話していただきました。

第４回は、聴覚障害のある人、精神障害のあ

る人、知的障害のある人の当事者のお話を聴

いてきて、そのメッセージを受けとめて、誰

もが安心して暮らすためにために大切なこと

は何か、みんなで話しあいました。

パネルトークの壇上にたっていただいたのは、

障害者生活支援センターの川崎高子さん、市

民活動ネットワークの伊藤かおりさん、市地

域福祉課の梅村昌行さんでした。

この事業の報告書があります。ごらんくださ

い。

http://kokobari-komaki.net/wp4/?p=320

22
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２０１７年度

２０１７年８月１７日 支援者のための成年後見制度研修会

２０１８年４月に尾張北部権利擁護支援センター

の設置されることになり、ここばりこまきとして

実施する最後の成年後見制度研修会でした。

支援者のみなさんが参加しやすいよう、平日開催

としました。

障害者団体ネットワーク推進事業（小牧市市民活動助成金交付事業））

市内には、障害のある人の当事者団体・支援者団

体が数多くありますが、ゆるやかなネットワーク

をつくり、共に学び、共に発信する活動をしたい

と考え、障害者団体ネットワーク推進事業を進め

ました。

講演会の開催で、たくさんの皆さんに集まってい

ただき、交流会で趣旨を理解していただき、その

後、障害者団体交流会を開催して意見を聞きなが

ら、障害者団体のネットワーク組織を作るという

構想でした。

２０１７年１０月１４日、NHK の E テレ番組「バ
リバラ」に出演されている玉木幸則さんの講演会

と交流会で意見交換をしました。



２０１８年１月２０日に、第２回交流会を開催し

ました。

１５団体の参加があり、各団体の活動紹介をして

いただいたあと、ネットワークづくりについて、

グループワーク形式で話しあいました。

この日は、ネットワークは必要だと考えるけれど、

自分たちの活動で手一杯、ネットワークでどうい

う活動ができるのかよくわからない、どの団体が

このネットワークの事務局を担うのか、などの意

見がだされました。

この年度での、ネットワーク団体設立はできませ

んでしたが、小牧市障害者団体連絡会設立の呼び

かけ団体になっていただく団体を募集したところ、

４つ団体が賛同していただけたので、小牧市障害

者団体設立準備会として、２０１８年度に活動を

することとしました。

24
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２０１８年度

小牧市障害者団体設立事業（小牧市障害者団体連絡会設立準備会）（市民活動助成金交付事業）

２０１７年度の障害者団体ネットワーク推進事

業は、最終的に、連絡会の設立の準備をいっし

ょにやっていただく団体を募集して終わりまし

た。

その呼びかけに応じていただいた団体とここば

りこまきの５団体で、小牧市障害者団体連絡会

設立準備会を設立しました。

準備会では、連絡会ができたらどのようなこと

ができるか、具体的に実践することが目的でし

た。ホームページを共同でつくったり、会報を

つくって情報発信しました。

２月２４日には、障害者団体連絡会設立総会を

開催することができました。準備会の５団体が

正会員となり、他にも３団体が賛助会員として

入会いただきました。

小牧市障害者団体連絡会加入団体（５０音順）

（正会員）

ここばりこまき／小牧市おもちゃ図書館きらら

／小牧市肢体不自由児者父母の会

小牧市難聴・中途失聴者協会／しきの会

（賛助会員）

小牧市聴覚障害者福祉協会／小牧おひさまクラ

ブ／手話サークルおてだま

講演会では、高森裕司弁護士が、障害のある人

のおかれている状況と憲法や障害者差別解消法

などを使ってどのように障害のある人の権利を

守っていくのかをお話しいただき、障害者団体

連絡会のこれからを応援していただきました。
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２０１９年３月１６日ここばりこまき１０周年記念やさしいまちバリアフリーコンサート

１０周年記念バリアフリーコンサー

トを終えてー 御手洗真由美
２０１９年度はここばりを結成して１０

年という事で、年度当初からバリアフリー

コンサートを計画していました。元々会員

が少ないのですが、前年度からの取り組み

で、小牧市障害者団体連絡会の準備年度で

もあり、スタッフは一応二手に分かれ、そ

れぞれに取り組みました。結果的には両方

に関わった人もいたのですが、私はコンサ

ートの実行委員長として専念し、演奏者の

依頼や参加者の呼びかけ等に力を注ぎまし

た。いつも会場とのやりとりは山中代表任

せでしたが、今回は高井さんの大活躍で不

慣れな私をフォローしていただき、無事に

乗り越えることができました。

私はこの企画がとってもステキになると

確信していたので、とにかくたくさんの人

に来てほしいと願い、あらゆるところで宣伝しました。もちろん他のメンバーもがんば

って PR してくれました。少なくても１００名の参加を・・・と願いつつ、会場の広さ

からはもう少し多いと良いなと思っていましたが、ここばりの知名度も広がり、皆さん

のニーズともマッチして、小牧市内のいくつかの障害児者が利用している事業所の職員

さんが、たくさんの人たちを引率して参加してくださいました。それ以外の個別の参加

者も多くみえたので、関係者も混ぜると３００名を越える参加者だったと思っています。

欲張りなここばりコンサートで、２０１６年度に作ったいのちの写真展も見ていただ

き、オリジナルフォークソングをちんちくりんさんがうたい、クラシックのピアノ演奏

を小島怜さんがされました。怜さんは幼児期にあさひ学園に通っていた方で、そのころ

の思い出も語っていましたが、３０年の時を経ておとなになった怜さんと話したり、ス

テキなピアノを聴けたりしたことは、私にとっても本当にうれしいひとときでした。

そして音楽療法士の太田さんやその仲間たちの、まさしく楽しいうた、演奏、踊り・

・・会場から思わず立ち上がって前に出てくる人たちや、体を揺らしたり手をたたいた

り、声を出したり、笑ったりしている人たちと共に、私もワクワク・ウキウキ、笑顔い

っぱいになることができました。

最後にコラボレーション演奏に合わせて、♪ふるさと♪と♪上を向いて歩こう♪を会

場のみんなでうたい、優しくてあったかいコンサートは終了しました。この機会に演奏



者どうしもとても仲良くなって、また共に演奏したいと思ってくださったこともうれし

い出来事でした。

１０周年という事で、こまき市民活動ネットワーク代表の秦野さんや、難聴・中途失

調の会代表の古木さん、元ここばりメンバーの吉金さんから応援メッセージをいただき、

ここばりとしては、設立１０周年記念誌を作り、参加者に配布しました。ここばりとし

て１つの区切り、節目になったと思います。

着実にここばりの知名度は上がっていますので、これからもじみちに活動し、他団体

ともつながって、障害のある人もないひとも暮らしやすいまちづくりの活動をすすめて

いきたいと思います。
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ここばりこまき１０年と

これから
代表 山中和彦

ここばりこまき１０年の記録をご覧いた

だきありがとうございます。

１０年間の記録を、ここばりこまきのホ

ームページやパソコンに残されたメーリン

グリスト、チラシの原稿などを探索して、

掘り出してきました。掘り出してきて、記

念誌に載せきれなかったこともたくさんあ

ります。バリアフリーコンサート、自主映

画上映会、勉強会・講演会など、それぞれ

のイベントを開催するために、数か月前か

ら企画をし、チラシができればスタッフの

メンバーは参加者を募るためにあちこちに

御願いをしてまわっていました。そうした

スタッフの「がんばり」とそれに呼応して

参加いただいた方々の数などをまとめるこ

とまではできませんでした。

※

この振り返りのなかで、私たちがこだわ

ってきたことをあらためて確認することが

できました。

ひとつは、当事者の声を聴くということ

を心がけてきたことです。こころのバリア

フリーを進めるには、まずは知ることだと

いう思いがあります。

社会モデルの考え方だと、障害のある人

の生きづらさは、社会的障壁（バリア）と

なっていることを小さくすることで障害の

ある人の生きづらさが小さくなり、誰にと

っても暮らしやすいまちになります。

しかし、何が社会的障壁になっているの

かは、当の障害のある人に聞かないとわか

らないのです。そこで当事者の話を聞くこ

とを大切にしてきました。また、当事者の

方のお話は、ひとり一人の人生のかけがえ

のなさを教えていただき、むしろ私たちに

元気をもらえるものでした。

ふたつめに、助成金の活用です。私たち

は、県やモリコロ基金をはじめたくさんの

助成金をいただいて活動をしてきました。

特に小牧市の市民活動助成金にはたいへん

お世話になりました。市民活動は、事業を

し続けることで、仲間が集い、継続するこ

とができます。その意味で助成金をいただ

けたことはたいへんありがたいことでした。

私たちは、公金をいただいていることを自

覚しつつ、常にその事業の意義を確認して

いくこと、また、成果を必ず形にして残す

ことを心がけてきました。ビデオライブラ

リーにしたり報告書にしたりして、成果が

その事業期間だけでなく後々も活用できる

ようにとしてきました。

三つ目に、社会資源をつくる活動です。

こころのバリアフリーは、なかなか目にみ

えません。上映会や講演会などで、こころ

のバリアフリーの思いを届けたとしても、

なかなかその成果が形として見えてこない

ものです。そこで、２０１４年度には、市

民提案型協働事業に手をあげて、権利擁護

支援センターの設置に向けた取り組みをし

ました。この１年は、この事業のほか手を

つけられないぐらいに取り組み、市もそれ

に応えていただけました。２０１８年４月

に尾張北部権利擁護支援センターの設置に

つながったことはたいへんよかったと思い

ます。設置にたどり着くまでの３年間は、

28



ここばりこまきが継続して成年後見制度の

研修事業に取り組み、責任を果たしてきた

とも考えています。

次に、障害者団体のネットワークづくり

に取り組みました。障害者団体同士でゆる

やかなネットワークをつくって、さまざま

な障害をもつ方の個別の生きづらさに関心

を寄せるとともに、共通の課題である共生

社会の実現、こころのバリアフリーの推進

について共同して市民に向けて発信してい

きたいという数年越しの思いがあり、２０

１７年度、２０１８年度の事業で取り組み

ました。その結果、２０１９年２月、小牧

市障害者団体連絡会が小さいけれど産声を

上げることができたのは、たいへんうれし

く思っています。

※

最後に、ここばりこまきのこれからにつ

いては、私自身の思いを少し書いておきた

いと思います。

１０年間継続して来られたのは、先にも

触れましたが、講演会、研修会、バリアフ

リーコンサート、自主上映会などのイベン

トをたえず実施してきたからだと考えてい

ます。事業実施にはしんどさもありますが、

イベントの当日にはたくさんの方が来てい

ただいて、その方々と共感し合えて、思い

のほかたくさんの方に来ていただきました。

たくさんの方に来ていただいたのに、さら

ににもっとたくさんの方にこの話は聞いて

欲しかったと思い、その思いがまた次へと

向かう原動力になってきたと考えています。

ほぼ毎月欠かさず、スタッフの定例会議を

開催してきたことも、継続の力となったと

思います。

たくさんのイベントをしてきて、たくさ

んの方に参加していただきました。ここば

りこまきのイベントを中心として、市民に

こころのバリアフリーを発信していくスタ

イルは、今後も継続していきたいと考えて

います。

親亡きあとのこと、意思決定支援のこと

・・・障害のある人を取り巻く、学んでい

きたいテーマはたくさんあります。具体的

に今後何をテーマにして取り組んでいくの

かについては、これまで同様に、話し合い

の中で決めていくのですが、実は、話し合

いの場であるスタッフ定例会議に参加する

メンバーがあまり変わっていません。この

話し合いの場や企画運営にもっとたくさん

の方に関わっていただきたいというのが、

これからに向けた願いです。

スタッフ定例会議に参加するとたいへん

なことになるのではないかと思われるかも

しれませんが、ぜひ、気軽にのぞいていた

だきたいと考えています。スタッフ定例会

議は、定例といいつつ、今は毎回参加した

メンバーの都合で次回が決まっています。

この予定をしっかりホームページ等でご案

内して、より多くの方に企画・運営側に参

加いただきたいと考えています。

ぜひ、この機会にあなたも、ここばりこ

まきの活動に参加してください。
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祝
ここばりこまき１０周年

ここばりこまきと私
浅見芳乃

はじめて「障がいって何？」という疑問

に直面したのは、異動で仕事が高齢者分野

から障がい者分野に変わったことです。分

からない事ばかりでしたが、具体的に「何

が分からないか」を言葉には出来ず、ぼん

やりとしていました。そんな時、御手洗さ

んが「ここばりこまき」を紹介してくれま

した。最初は講演会の受付を手伝ってほし

い、そんな感じだったと思います。

ここばりは不思議な場所でした。福祉の

仕事をする私は「支援する側」で、障がい

を持っている利用者さんは「支援される側」

です。だから「ここばり」も支援する側の

グループだと考えていました。しかし「こ

こばり」では手助けが必要な人には周囲が

援助を行いますが、障がいのある人もない

人も同じ目的に向かって一緒に活動をする

姿が新鮮で驚きました。

「ここばり」は「心のバリアフリーをす

すめる活動」の略称です。障がいを持って

いる人は「支援をされる側」だと思い込ん

でいましたが、それは勝手な思い込みで「こ

ころのバリア」でした。今も時々「ここば

り」の活動に参加していますが「行けば、

何か手伝えることがあるかな」という楽な

気持ちで参加しています。「支援しなくちゃ、

助けなきゃ。だって私、支援者だから」と

いう重責感はなく「今日は誰と会えるかな」

「何を教えてもらえるかな」と楽しみにし

ています。

ここばりこまき

１０周年
池井淑糸

ここばりこまきを

初めて知ったのは、

息子の先輩（小牧特

別支援学校）の発表

する講演会があると聞き、参加した時です。

知り合いが何人かスタッフとして参加して

いて、私も何かいっしょに出来たらと思い、

スタッフとして参加する事にしました。

スタッフと言っても、資料作り等難しい

ことはほぼお任せで、簡単な作業を少しお

手伝いするぐらいですが、これからもマイ

ペースでお手伝いできればと思っています。

小牧に住んで１５年。生後１０ヶ月で息

子が脳炎になり、後遺症で重い障がいが残

り、退院後、義父母と同居する事になり、

桃花台に住む事になりました。スタッフと

して講演会等に参加して感じたのは、一口

に「障がい」と言っても大変さは、人それ

ぞれ。息子に障がいがあり、障がいのある

方と接する機会がある私は、少しは人より

解っているつもりでしたが、毎回なる程と

思う事ばかりでした。これからも少しずつ

でも勉強していきたいと思います。

講演会以外でも、映画上映会やバリアフ

リーコンサート等、楽しい企画は、息子と

参加する事も多く、普段なかなか参加しづ

らい映画やコンサートを多くの方と楽しみ

たいと思います。

これからの課題として、今まであまり福

祉と関わりのなかった方にここばりこまき

の活動を知ってもらい、関心を持ってもら

う事です。１人でも多くの方に、「こころの

バリアフリー」を進めていければと思いま

す。
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昔から私は怒りん坊でした。
位田左和子

昔から私は怒りん坊でした。自分の常識

と異なる出来事に遭うと「信じらんない

っ!！」と、すぐ腹を立ててしまうのです。

でも、ここばりで活動するうち、世の中に

は自分の想像を超える背景を持つ方々がた

くさん存在すると分かり、憤る前に「いや

待てよ･･･」と考える癖が身に付きました。

おかげで以前より少しだけ広い視野で周り

を見られるようになり、怒る回数が随分減

った気がします。有難いことです。自分と

異なる価値観の人を前にした時、その人を

排除するのではなく、お互いがその違いを

理解し、それぞれの持ち味を活かし合える、

多様性のある世の中になっていくといいな

ぁと願っています。

そう言えば「許すこと」も少しだけでき

るようになりました。これはきっと、ここ

ばりスタッフとして私ができずにいること

を、他の方に許してもらってきた体験を通

してだと感じています。私がサボることで

他の方に皺寄せがいったとしても、責めら

れることなく、信じて待っててもらえてる

感があるからです。有難いことです。こん

な優しいメンバーばかり。これを読んでい

るそこのあなた！ここばりスタッフとして、

一緒に活動しませんか？楽しいですよ。え

へへ。

ここばりの中のキーワードとして「人権」

がありますが、最近気になっている人権が

あります。障害児の親として感じるのです

が、障害児福祉の分野がこの数年で随分整

い、支援される側が守られている感が増し

てきた分、逆に支援する側の人権はちゃん

と守られているのだろうか？ということで

す。困っている人を助けるのが仕事だから･

･･という立場ゆえに、理不尽とも思える要

求にも我慢して対応させられている場面は

ないだろうか？と心配になる時があります。

支援される側もする側も幸せを感じて毎日

を過ごしてもらいた

いです。このあたり

何か良い突破口がな

いものか？今後も考

えていきたい課題の

１つです。

ここばり10周年にあたって
大蔵貴美子

ここばり１０周年おめでとうございます。

皆さんと一緒にお手伝いをさせて頂いた

り、今の福祉について勉強させて頂き、当

事者としてここばりに携われて感謝してい

ます。またコンサートや映画鑑賞会では、

受付という役割も持って、なかなか普段は

自分から進んで初対面の人に話しかけるこ

とのない私もいい体験ができて、少し勇気

もつきました。

これからも少しずつでもここばりの一員

として関わっていきたいと思います。

「ここばり」の１０年
大山孝子

私の「ここばり」との出会いは、障害の

ある方や障害のあるお子さんを持つ方々の

シンポジウムでした。自分の子供に障害が

あるとわかって大きな不安を抱えながらも、

将来はどんな生活をさせてやりたいか、「地

域で暮らす」とはどういうことなのかなど、

日々考えている時期でした。

地域の幼稚園や小学校で過ごす中では、

周りのお友だちが、少しずつ個性を受け入

れてくれるかのように、お世話をしたり遊

んだりして積極的に関わってくれる様子を

見ることができました。社会全体でもこん

な風だと嬉しいし、私自身が子育てのため

にいろんなことを学びたいと思い「ここば
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り」に参加することにしました。

この１０年間、障害のある方々の話を聞

いたり、講演会やコンサート、映画の上映

会など、様々な活動に参加させていただき

ました。また「親亡き後の子供の将来への

不安」に対し、権利擁護や差別解消法など

について学ぶこともできました。また昨年

設立された権利擁護支援センターは今後の

大きな支えになります。

成人を迎えようとしている我が子は、人

との関わりを楽しむなどの成長も見られま

すが、親としては、まだまだ心配なところ

がたくさんあり

緊張が無くなる

ことはありませ

ん。周囲の方々

の理解がより必

要になっている

と感じています。

『ここばりこまき』に出会い、

そして･･･
髙井 浩司

ここばりこまきには元々家内が参加して

おり、以前よりその存在については知って

いましたが、実質的な活動等についての理

解まではできていませんでした。そんな私

でしたが、活動等の話しを聞いていくうち

に徐々に関心を持つようになり、初めて参

加したのは2016年7月の「かみなり村本舗」

（岐阜県羽島市）の施設見学でした。この

時も特に福祉制度や特別な知識もないまま

家内に誘われて参加しただけで「すごい施

設があるもんだな～」「定年後にこんなとこ

ろで働くのも良いかな～」と云う程度でし

た。

しかし、その一方でこのここばりこまき

の活動で何かお役に立てる事はないか？と

いう思いを持ったきっかけでもありました。

その後、成年後見制度のお話し（いきな

りで難しくて理解できませんでした・笑）

をはじめ、その活動はとても意味深いもの

だと感じました。特に「当事者から学ぶこ

ころのバリアフリー」と題した講演では、

ろうの方と中途失聴の方で全く違うことを

教わり、また、「バリバラ（Eテレ）」の玉

木幸則さんのお話しでは「あ～、この方は

私より幸せに生きているんだろうな～」と

感じさせられました。

そして、このようなここばりこまきの活動

をもっと広く、多くの方々が知り、そして

感じてもらえたら良いのに･･･との思いが一

層強くなりました。

そのためにも微力ながらも活動に携わっ

ていけたらな･･･と思っています。

ここばりこまきに思うこと
髙井 美紀子

2008年２月に『こころのバリアフリー市

民のつどいin小牧』というイベントが開催

されました。内容は小牧に住む障がいのあ

る人の暮らしを取材したビデオ上映と“誰も

が暮らしやすいこまきを作るために”という

テーマのシンポジウムでした。

あの頃の私は、当時７歳の知的障がいの

ある子どもが地域で暮らすことの難しさに

直面していて、この子のこの先の人生がど

うなっていくのかを考えてばかりいるしん

どさに押しつぶされそうな日々を送ってい

ました。でも、このイベントに参加して、

障がいのある人が周囲の方と関わりながら

自分のやりたいことを見つけ地域で生活さ

れていることを知り、何か心が軽くなった

ような気がしました。

その後このイベントを開催された方々に

より「ここばりこまき」が結成されたのを

機に、私も参加させて頂きました。そして、

ここばりこまきの活動を通して当事者の方
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々、支援者の方々、参加者の方々の思いを

知ることにより、障がいがあってもひとり

の人間として当たり前に生きていく権利が

あることや“誰もが暮らしやすいまちづくり

“を考えている多くの方々がいることを知

り、私自身が今日まで支えられてきたと思

っています。

生きていく上での

困りごとは誰にでも

あり、それを皆で考

え支え合えていける

ようこれからのここ

ばりこまきの活動で

多くの方と考えてい

けたらと思います。

ここばりこまき１０年に寄せて
中山純子

ここばりこまきが発足して10年となり、

障害者を取り巻く環境も変化しています。

こころのバリアを取り除いた、誰にとって

も住みやすい町になるようにと活動してき

ました。

「ここばりビデオ」の制作は、障害のあ

る方の暮らしを知らせるとても良い企画で

した。特に子供達に向けてのビデオ鑑賞会

はわかりやすく、子供だけでなく大人に対

しての理解も広げられたと思います。知ら

ない方から声をかけられ、「ビデオ良かった

よ」と言って頂いた時の嬉しさを、今でも

よく覚えています。

また、成年後見制度についてはもっと幅

広く知られるべきだと実感致しました。私

も何回か学習した中で少し分かりかけたば

かりですが、認知度を上げられるよう活動

を続けて行きたいと思っております。

ここばりの活動を通して、自分自身の中に

もバリアがあることに気付かされました。

日常生活の中での些細なことでも、後で考

えるとバリアだったかなと思うことが時々

あります。

相手の立場になって考えたり行動に移す

ことは、なかなか難しいことではあります。

多くの人に少しでも理解してもらえるよう

知らせる工夫をしたり、一緒に考える方法

を模索し、こころのバリアを取り除く手伝

いをしていきたいと思います。

子供も大きくなり、仕事や対人関係に悩

むことが多くなりましたが、周りの方々の

暖かい手助けを受け、日々穏やかに生活し

ております。相談できる相手や機関の充実

を図ることの大切さを、改めて実感致しま

した。これからも、全ての人々が安心して

暮らせるような環境づくりをしていけるよ

うに努めていきたいです。

はじまりのはじまり
平手友子

ここばりこまきが生まれる１０ヶ月ほど

前のこと。当時、私は、小牧市公民館４階

の市民活動センターに勤めていました。こ

の施設は、市民活動やボランティア活動の

支援をしているところです。

その日は、そうそう、確かひとりで休日

出勤をしていたのでした。と、そこへ１本

の相談の電話が。内容は「小牧でこころの

バリアフリーをすすめるイベントを開催し

たいのだが、協力してくれそうな人を紹介

してもらえないか」というものでした。

私にとって「こころのバリアフリー」と

いう言葉を耳にしたのは、このときがはじ

めてでした。

そして、このイベントに参加・協力した

仲間（私自身もプライベートで参加）が、

企画や運営をすすめる中で、この活動の意

義を肌で感じ、その後、ここばりこまきと

して活動をスタートさせたのでした。
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あれから１０年。それぞれが仕事に家庭

にと多忙な中、少な

い人数でコツコツと

いろいろなことに取

り組んで、手前味噌

ですが、よくがんば

ってきたなぁとほめ

てあげたいです。

ここばりに出会って
御手洗真由美

１０周年という事は、当初からのメンバ

ーは皆、１０才年を重ねているということ

ですね。１０年前のメンバーは、当然の事

ながらみんな今より若くて、フットワーク

も良く、必要だと思えば即、あちこちに走

り回っていた気がします。障害のある人や

家族へのアンケートを取ったり、様々な障

害の人に密着してDVDを作ったり、街のバ

リアフリーを探検・体感したり、障害当事

者に話をしていただいたり・・・。私たち

自身が障害の人を知り、それを多くの人に

伝えていくことを、ああだこうだと話し合

いながら、楽しく続けてきたように思いま

す。

いつもアンテナを伸ばして、他県の研修

等で出会った人を小牧に呼んできたり、良

さそうな映画があったら上映したり・・・

実はメンバーは少数なのですが、個性あふ

れる面々で、やりたいことがみんなの力で

できちゃう、ふしぎな仲間たちと共に歩ん

できた１０年です。

近年手がけてきた権利擁護支援センター

も今年度できあがり、ここばりが側面から

応援してきた成果が実を結んだこともうれ

しいできごとでした。１０年という区切り

の年、１０年の間に定年を迎えたり、子ど

もが卒業したり、家族が亡くなったり・・

・と色々ありながらも、コアなところで結

びついているゆるーい関係のメンバーと、

少しずつここばりを知っていただいて、応

援してくださっている周りの皆様と共に、

１０周年の記念コンサートに集えることを

ステキだなぁと感じ、ワクワクしています。

ここばりこまきと私
山中和彦

数ページ前にたくさん書いたのでさらに書

き連ねるのは厚かましいのですが、私的なこ

とを少し書いておきたいと思います。

１０年前は、もう少し髪の毛がありまし

た。記憶力ももう少しあったように思いま

す。毎週土曜日に出かけている児童養護施設

での学習支援ボランティアでは、学力も衰え

たと自覚させられます。医療費もたくさん使

っていて、同じ健康保険に入っている方には

迷惑をかけています。

ここばりこまきのイベント前は、ほとんど

徹夜ということもなんどもやってきました

が、この１０周年記念誌づくりでは、もう若

くはないなぁということをつくづく感じてい

ます。

その人間が、「これから」を語るのは、自

分がこうやりますということではなく、ほと

んど、みなさんへの希望であったり御願いで

あったりします。

ここばりこまきという団体が、いつまでも

続いて欲しいと願うのではありません。この

ここばりこまきのなかまの思いや活動が引き

継がれて、さらに発展することを願います。
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不真面目なここばりメンバーより
山本鋼志

ここばりこまきは10年を過ぎましたが、

私は後発で参加しましたので、残念ながら

10周年になりません。が･･･気持ちだけ10

周年で･･･

私は、発達障がい児（アスペルガー障が

い）の父親です。小学校低学年までは、仕

事を「都合の良い理由」に家内に任せっぱ

なしでした。が、男の子の場合、大きくな

ってくるとやはり父親が関わるべきかな？

と、東海４県にまたがるNPOに参加するよ

うになりました。しかし、親亡き後を考え

た場合、息子が最後にお世話になるのは、

きっと住まいのある小牧市！とのことで、

NPOを辞め地域での活動を探していた時に

出会ったのが、ここばりこまきでした。

ここばりこまきは、大将を中心に非常に

アットホームな雰囲気（すなわち少人数）

ですが、皆さん小牧に対する気持ちが非常

に熱く、大きく刺激を受けました。が、困

ったこともあります。折角参加させて頂く

のですから、議事録くらいは担当しようと

当初は思いました。しかし、アットホーム

な雰囲気のため？話題があちこちに飛ぶこ

とが多く、議事録作りを諦めてしまいまし

た、ご免なさい。

これまでの活動で、もっとも印象に残っ

ているのは、やはり「尾張北部権利擁護支

援センター」の設立に関われたことでしょ

うね。小牧市との協働事業の提案、市民ア

ンケート、権利擁護セミナーなどなど、余

り積極的でない不真面目な参加ながら、最

終的なセンター設立はここばりこまきの大

きな成果でしょう！

10年を過ぎて、次にはどのような方向に

向かっていくのか？楽しみにしながら、今

後も参加させて頂ければ･･･と思っていま

す。

ここばりこまき 入会案内

会の目的に賛同いただける方は 、ぜひ

会員になってください。

１ 年会費

ア 個人会員１口１０００円／年間

イ 団体会員１口３０００円／年間

ウ 賛助会員１口１０００円／年間

＊活動への参加は難しいけれど応援し

たいという方は、賛助会員になってく

ださい。賛助会員は、総会での議決権

がありません。

２ 入会申込書は、ホームページにあ

ります。ホームページから申し込むこ

ともできます。

ここばりこまき１０周年記念誌

（バリアフリーコンサート版）
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